












60    J Intl Cooper Agric Dev 2017

7．「グローバル人材」に求められる能力再考

以上みてきた主に国際的な公務の世界で求められる
能力とは何であろうか。いわゆるグローバル人材に求
められる真の「能力」について、内閣官房長官を議長と
するグローバル人材育成推進会議の審議とりまとめ4を
ベースに考察する。グローバル人材の概念に含まれる
要素として、要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力、
要素Ⅱ：主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・
柔軟性、責任感・使命感、要素Ⅲ：異文化に対する理
解と日本人としてのアイデンティティーと整理され、さ
らにグローバル人材に限らず社会の中核を支える人材
に共通して求められる資質として、幅広い教養と深い
専門性、課題発見・解決能力、チームワークと（異質な
者の集団をまとめる）リーダーシップ、公共性・倫理観、
メディア・リテラシー等が挙げられている。
換言すれば、この「要素」は世界を舞台に活躍するこ

とを可能とするスキル・姿勢と、また「共通の資質」を
新たな価値を創造していく能力、つまり土台の能力と
も整理しうるが（図2参照）、これまで、国内業務や採用・
人事も経験する中で、些か違和感を覚えたのが率直な
感想である。それは、「要素」と整理されている能力の
多くが、グローバル人材固有というよりも、今やむし
ろ社会人として共通に求められている能力ではないか
と感じたからである。事実、プレジデント誌の記事5でも、
100社以上の企業への取材をもとに、欲しい人材の共
通する6つの能力として、チャレンジ精神（変革する力、
バイタリティ）、チームワーク力（共感力、チーム志向）、
コミュニケーション力（論理的思考、伝える力）、リーダー

シップ力（周囲を巻き込む力、主導力）、主体的行動力（自
律的アクティビィティ、やりぬく力）、グローバル素養（異
文化受容力、語学力）が挙げられている。
学生時代には、語学力や異文化受容力に過度に偏ら

ず、専門分野の研究を深めることに加えて、社会人と
して共通の土台の能力を鍛錬することが極めて重要で
あり、そのことが結果的に職業選択の自由度を高める
ことに繋がる点を強調しておきたい。専門分野の研究
と書いたが、専門職大学院への進学に先立ち、リベラ
ル・アーツの基礎教育が重視される欧米の知識人と接
すると、浅学非才の我が身に恥じ入るばかりの反省を
踏まえて、学生の皆様には、自然科学専攻であっても
人文社会知を、社会科学専攻であっても最先端の技術
をある程度理解しうる自然科学の知を磨かれることと、
世界中で読み継がれている良質の古典に触れることを
ぜひお薦めする。
語学力については、確かに国際業務に必須の能力で

あり、習得に一定の時間を必要とする。しかし、日常
生活会話、通常業務の読み書き、バイの調整・交渉、
マルチの調整・交渉、どのレベルまで必要とされるかは、
実際に勤務する組織や具体的な職務によっても異なる。
また、異文化の理解や受容力についても、中東、アフ
リカ、南アジア、東南アジア等赴任する地域・国ごと

4 グローバル人材育成推進会議「グローバル人材育成戦
略」（2012 年6月4日）（http://www.kantei.go.jp/jp/singi/
global/1206011matome.pdf）

5 溝上憲文「人事部の告白！有力企業が欲しい人材 
『6つの能力』」、PRESIDENT Online、2015.3.11（http://
president.jp/articles/-/14748）
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に内容も異なるし、そもそも語学も、必須の英語に加
えて、追加的な言語の習得も短期間で求められること
が多い。これらスキルは、一定の水準を確保して就職
した後にも、担当する職務に応じてさらに能力を磨い
ていくことが期待されている。
むしろ、これら能力開発の大前提となる、異なる価

値観、文化、環境等への強い関心を有しているかどう
かが、進路選択の大きな分かれ目ではないだろうか。
当然ながら、この強い関心こそが、実際に見てみたい、
もっと知りたい、彼の地に住んでともに協力したい等
の熱意や姿勢の源泉であり、かつ情報収集のためにも
現地語を習得したい等の能力向上の原動力であるが、
これを「鍛錬」して獲得することは困難であろう。

8．おわりに

最後に、学生の皆様へのエールにかえて、社会人と
しての能力の涵養について、現在担当している社会人
大学院生の人材育成をベースに考えてみたい。なお、
冒頭で「国際業務、海外での業務を遂行する際に必要
な能力を、その他の業務に必要な能力と相対化させ」
と銘打ったが、少なくとも自らの経験を基にしたこれ
までの議論で理解頂けるように、双方に求められる本
質的な能力に差がなくなってきていると認識している。
まず、ビジネスの世界で言い古されてきたことであ

るが、物事を分析する際には、意識的に3つの目で捉
えることが必要だろう。第1に、現場･現実を狭く深
く見つめる「虫の目」、ミクロの視点と言ってもよいが、
空理空論ではない、人々の行動の変容に繋がる「実践
解」を模索するためにも必須の視点である。次に、大
所高所から広い視野でもって物事全体を俯瞰する「鳥の
目」、つまりマクロの視点である。最後に、世界の潮流、
歴史の流れを踏まえた動向を感知する魚眼レンズのよ
うな「魚の目」であり、国際比較の視点や歴史観ともい
える。前項で、「良質の古典」の読書をすすめたが、今
後、開発途上国における農業国際協力に携わる学生の
皆様には、特に国際比較や歴史観にも関連し、例えば、
Takekazu OGURA ed. (1963) “Agricultural development 
in modern Japan”（小倉武一編（1964）『近代における日

本農業の発展』）を読まれることを期待する。農村の民
主化と国民食料の充足を主たる目標としてきた戦後農
政がどのように展開され、地域ごとの品種改良をはじ
めとする技術開発・普及等とも相まって一定の成果を
収め、その経験の教訓がFAOを通じて世界にいかに紹
介されたかが整理されている。
次に、時代の変化に伴う社会の目指すべき理想像の

変化についてである。20世紀は、いわゆる成長モデル
という「正解」を追い求める成長社会であったのに対し
て、21世紀は、しばしば「正解」のない成熟社会と言わ
れる。特に人間の行動を研究対象とする社会科学や政
策の分野で痛感するが、自然科学や産業の分野でも、
例えば技術に正解はあっても、技術の選択には様々な
要因が影響し、一意に決定できないことも多々ある。
もちろん、基礎学力を蓄え、与えられた問いに正解す
る能力を養う高校と、そもそも自ら課題を見つけ出し、
一定の仮説を設定し、その妥当性を検証・論証し、新
たな知見を生み出す能力を養う大学との違いに時代の
変化は関係ないものの、それでもかつては先進西欧の
キャッチアップという理想像を目指す範囲内であったか
もしれない。現在は、まさに課題先進国と呼ばれる日
本における公共政策についても、全体性（個別の課題
が他の課題と相互に関連）、相反性（ある問題の改善が
他の問題を悪化させる可能性）、主観性（同一の状況に
ついて、多様な立場からの多様な見解）、動態性（社会
の変化とともに、問題の構造や要因も変化）等の要因
から、複雑性が増す傾向にある。このため、「正解」よ
りも「納得解」を模索する必要があり、自らの主張の根
拠となる価値観とこれに基づく現状分析、課題、対策
等を論理立てて説明する能力と併せて、価値観の異な
る関係者の議論を、二項対立化させるのではなく、共
有しうる目的や課題解決に向けた協働に転換していく
社会的技術が必要であろう。こうした能力は、異なる
価値観、文化、環境等を有する諸外国との協力にこそ
一層求められる能力でもある。
改めて、一人でも多くの農林水産学分野の学生・院

生が、公務分野の進路を選択し、先人たちが開拓して
きたフィールドをさらに広げて、国際協力分野や、世
界規模で活躍されることを期待している。


